







強迫性障害 (Obsessive― Compulsive Disorder;OCD)は ,生涯有病率 1～ 2%
で,男女比はほぼ同等,平均発症年齢は 20歳前後の疾患である。しかし,初
診に至る年齢は 30歳頃とされており,発症後かなりの期間,症状と葛藤 して
抵抗を繰 り返す中で,心身ともに疲労困億 し引きこもるなど,社会機能,あ る
いは生活上の支障が重大化してからが多いとされている(松永,2012)。 筆者は,







いった `遊 びの要因 'を 通して豊かな内的世界が展開される (中 原,2011)」 我
が国独自の心理療法である。コラージユ・ボックス法では,あ らかじめセラピ
ス ト (以下,Th。 と表記)がクライエント (以下,Cl。 と表記)の アセスメン
トをもとに,種々のパーツを準備し,その順番を吟味して箱 (ボ ックス)に入
れてお く。準備段階からTh。 と Cl。 との対話が開始されてお り,こ の部分で,
他のコラージュ技法と大きく異なる。
また,本事例では,コ ラージユ・ボックス法施行の際,そ の日の気分で
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Cl.が選択 したアロマオイルを使用 した。本事例の施行法とは異なるが,ア ロ
マとコラージユ療法を組み合わせたものに,2009年 7月 ,宇都宮市で生まれ
たアロマコラージユ療法がある。アロマコラージユ療法は,ア ロマテラピーの
精油を用いてフレグランスを制作 し,そ の香 りの世界をコラージユ作品で表
現するものであり,その有用 1生 について報告が重ねられている (福 島,2011
2015a, 2015b)。
本事例は,強迫 1生障害を抱え,不潔恐 1布 のために外出や買い物,他者との交
流が難しく,日 常生活に支障をきたしていた 50代 の女性 Aさ んである。医療
中断,転院を繰 り返し,訪問看護の指示は出たものの,自 宅へ支援者を入れる
ことができず,訪問看護ステーション内面接室でコラージユ 0ボ ックス法を実
施し,計 5作品を制作 した。約 10カ 月の支援を通して,コ ラージユ・ボツク






既往歴 :40代 の頃強迫性障害の診断を受け 通院,投薬開始。しかし程な
く治療中断し,ク リニックや病院を転々とする。




「3.対人関係の改善 (家族含む)」 のみチェックがあり,枠外に,「 よく話を聴
いてあげてください」と記載があった。現在主症状に対する服薬は頓服のみで
ある。
アセスメントと介入方針 :自 宅への訪問を拒否され,臨床心理士 (筆者,以
強迫症状を訴える 50代女性との面接過程 一コラージュ・ボックス法を通して- 73













ラージユ製作の時間は 40分に設定し,残 りの時間で作品にタイ トルをつけ,
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い範囲での公開の同意を得た。
なお,本研究は,福 岡大学研究倫理審査会の審査を受け,平成 27年 8月 10
日に承認を得ている (整理番号 :15-07-05)。
Ⅲ.結果
パーツの準備 :中原 (2004)を参考に,自然風景 植物 人物,動物,食べ
物,建物,乗 り物,道具,宗教的なもの,そ の他を基本として,Cl.の その時
の状態をアセスメントし,数枚ずつ準備した。また,Cl.の 好みに合わせたもの,
抱えている課題や葛藤を表現 しているものなど数枚を加え,パーツが Cl.に 与
える印象や刺激を考慮した順序でボックスに収めた。この手続きを毎回実施し
た。
道具の準備 :画用紙 (八つ切 り),は さみ,の り
アロマオイルの準備 :Cl.の 好みのものを中心に,オ レンジ・スイー ト,グ レー
プフルーツ,サ ンダルウッド, イランイラン, レモングラス, ラベンダー,ゼ
ラニウム,ベルガモット,ロ ーズウッド ティーツリーの 10種類を準備 した。
その日の気分で Cl.が選択し,ア ロマデイフューザーを使用した。
1.コ ラージユおよび心理面接
Aさ んの発言を「 」,Th。 の発言を< >で表記する。









強迫症状を訴える 50代女性との面接過程 一コラージユ・ボックス法を通して- 75
のあるキャンドルが中心に配置され,穏やかな海,静かな草原,咲き誇る花々,
瑞々しい トマ トやびわが周囲に配置された。右上端には 2つ 目の海の風景が貼







X年 5月 26日  コラージュ② :『みどりの中で il (lXI 2) 7 v?* 4 tv : r\.)lz
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んです」,「森とか草原が,日本の規模と全然違うんです。空気まで透き通った
緑色みたいな」と,想い出を語る。
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配置する。伸びをするトイプー ドル, ワインとビールのグラス,ひ まわり畑 ,
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たことを肯定的に伝え返すと,「 そうですね。そういう風に考えられるといい
んですけど」と言う。
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ロマオイルをしみこませた)テ イッシュ握 りしめて神に祈ってたんです」など
と,旅行のエピソー ドが話 される。自然風景,建物,川 ,海,果物 洋菓子
花東,飛行機を選び 左上に旅行 した場所 と似ている風景を配置,画用紙の角





たらしましょう>と 言うと 「タイトル “未完成 "に しててください」と答え











Aさ んの日常生活の場で,よ り活動性と自発 1生 を高める支援を目指すことと
なった。Th。 から自宅への訪問看護についてAさ んの気持ちを尋ねると,「そ
うか そうですよね。ちょっと,考 えてもいいですか」,「 これ (コ ラージユ),
家でもできるんですか」, と言う。ゆっくり考えていいこと, コラージユは自
宅でも可能なことを伝えた。後日,Aさ んより,緊張するので,ま ずは自宅
マンションのロビーで 会うのでもいいかと電話があり 次回看護師とTh。 が
訪問することとなった。
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X年 9月 15日 ～ X年 10月 27日 (訪問回数 :3回 )




X年 11月 10日 ～ X+1年 3月 16日 (訪問回数 :10回 )
Th。 の提案を受け入れ,Aさ んの自宅玄関への訪間が開始される。玄関のた
たきに支援者,上がった所にAさ んが位置し,立 ち話をする。コラージュの
要望はない。X年 12月 8日 玄関にヒーターが置かれる。X年 12月 22日 以降,
玄関のたたきに支援者用の折 りたたみ椅子が用意され,お互い座って過ごすよ
うになる。X+1年 2月 2日 ,玄関に花が飾 られ,リ ビングヘ通じる ドアが少
し開いている。「暖かい空気が来るから」,と ,以降閉じられていることはなく,





図 1:コ ラージユ①         図 2:コ ラージユ②
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図3:コ ラージユ③ 図4:コ ラージユ④
図5:コ ラージユ⑤
Ⅳ.考察
1.コ ラージユ作品の理解から見た Aさ んの内的世界の変化のプロセス
(1)形式的側面
パーツ数は,未完成のコラージユ⑤を除き,コ ラージユ①～③で 9枚,コ ラー
ジュ④で 12枚であった。杉浦 (1994)の研究では,成人女性 (29歳～ 50代 )
は,全世代で一番使用枚数が多 く,19.4枚である。高齢者女性 (60代～ 90代 )
の平均数は 9.8枚であり,Aさ んは高齢者の群に近い使用枚数である。生き生
きとした日常生活から長年遠 く離れて孤立していた Aさ んの,い わば老化 し
た心を映した結果とも考えられる。
全作品を通してはみ出しがなく,面取 りやカッティング,構成の級密さから



























Aさ んのコラージユ作品には 強迫症状に苦 しみ家族 との関係に疲れ果て














を登っていく手すり (コ ラージュ②),ダイバーが蹴り出すフィン (コ ラージュ
③)か らも同様に,Aさ んの動き出した内的世界が推察された。
また,毎回,エネルギー備給の象徴として果物 (コ ラージュ①,④)やケー
キ (コ ラージュ②,③,⑤)な ど甘いものが貼られた。孤独感や不安感でいっ
ぱいの心を満たす役割であったと考えられる。
自然風景,川 や海などの水の景色は毎回使用され大きく配置されたが 人物
は後ろ姿の二人 (コ ラージュ③),ダ イビングスーッ姿の二人 (コ ラージュ③),


















































































満足度において,高い得点が得られた一方で,セ ラビス トが提供した精油 (ラ
ベンダー)を使用した群は,嗜好にばらつきがあり,得点が伸びなかったこと
も明らかとなっている (福 島,2015a)。 本事例では,10種類からその日の気
分で選択してもらった結果,オ レンジ・スイー トが最も多 く使用された。また,
本事例では,海外旅行へ行 く際,お守り代わりにアロマオイルを染み込ませた
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3.ア ウトリーチにおけるコラージユ・ボックス法の可能性
筆者は,多職種アウトリーテスタッフを対象とした調査で,心理職の参入が









2018)。 しかし,“ 語ること"が難しい Cl.も 多く存在する。無意識の世界での
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論 文 要 旨
Interviews with a woman in her SOs having
ob sessive- compulsive symptoms
- [Jsing the collage-box method
N・A、lGl Saori
Five collage works made by awoman (A) in her 50s having obsessivecompulsive
disorders and problems in her daily life were araTyzed and the process of
changes in her inner world was examined. There were no protrusions in her
works. Cuttings, as well as structures, were accurate, suggesting As maturity,
punctuality, artistic sense, and stability of ego boundary. Moreover, she
expressed herself honesfly through written messages. She chose an image of a
person for the first time in Collage 3, though it was small and facial expressions
of the person could not be identified, it expressed her desire to interact with
others that had been kept to herself for a long time because she had been
avoiding interpersonal relationships. She projected herself into an owl in Collage
1, a small bird in Collage 2, and a toy poodle in Collage 4, suggesting changes in
recognition of her self-image. An image of a vehicle was chosen for the first time
in Collage 4, indicating her inner world started to move. Her works expressed
negative messages about her fatigue due to obsessive-compulsive symptoms
and family relationships, anxiety for the future, and despair, as well as positive
messages of recollecting the good times of her life, acceptaace old age, and bright
hopes for the future. Her inner world was affluenfly expressed through collage
works. Overall, her high expressive ability, integration, and affinity for collage
were indicated. Through the process of organizing her thoughts and sending
symbolic messages in the nonverbal world, she psychologically recovered and
115
came to be able to communicate verbally. Furthermore, it became possible for
her to go out and go on trips. Collage expressions were correlated with her inner
and outer worlds, and the process of her recovery, which suggested a restart.
Key words : Collage-box method, Obsessive-compulsive disorder, Clinical
psychologist, Outreach
